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あらまし：ビジネス・ブレークスルー大学では，全学向けのお知らせから科目内のアナウンスにいたる各

種情報伝達を，ディスカッションを主軸にした学習システム上で行っていた．科目の課題や履修登録をは

じめ，重要なお知らせが読まれていない，あるいは見つけられないという問い合わせも無くならなかった．

これらのことから，学習システムをコミュニケーションにも使用することのメリットとデメリットを再考

し，ポータル構築を機にオンライン大学の運営の質向上を図った． 
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1. はじめに 
株式会社ビジネス・ブレークスルー(1)(以下BBT)で

は,インターネットを活用したオンラインコースを
多数開講している． 

2005 年には文科省認可の株式会社立大学として
ビジネス・ブレークスルー大学院大学(2)（現在は大

学大学院）を開学，2010 年には学部(3)を設置してい

るほか，公開講座や科目等履修の制度により，短期

のコースも含めた機会提供を幅広く行っている． 
BBT では非同期型オンラインコースのプラット

フォームとして，ディスカッションに特化した

AirCampusを 2002年より提供，映像講義配信や課題
提出機能等の追加からスマートフォン向けアプリの

開発(4)と，機能改善を重ねてきた． 
オンラインコースの運営にあたっては，科目の受

講はもとより，大学からのお知らせや科目内のアナ

ウンスメント，学生同士のコミュニティに至るまで

をディスカッション機能を用いて運営(5)してきた． 
 

2. 学習機能で全てを行うことの限界 
入学して挨拶を交わすところから大学からのお知

らせを読み，クラスディスカッションに参加するか

たわらサロンで雑談をする．単一のツールを使うこ

とは覚えることが少ない点がメリットである一方，

情報伝達の目的や種類，期間などの属性がそれぞれ

異なり，機能的にもバランスが難しいことが現実の

課題となってきた．これは，４年制の大学と３ヶ月

の公開講座とでは大きく事情が異なる点でもある． 
AirCampus も，その改善の積み重ねにおいて，ど

うにかお知らせを読んでもらうよう工夫を重ねてき

た．一例を挙げると，BBT大学の開学と同時に本格
的に利用を開始したWeb版では，未読アナウンスメ
ントがあるとログイン時に通知し，そのコース（科

目）を開くことができるようにした．（図 1） 
アナウンスメントの既読率は総じて高かったが，

掲載しているお知らせが見つけ出せずに問い合わせ

てきたり，課題の内容を確認できずに締め切りを過

ぎてしまったりするケースは無くならない． 
 

 
図 1 AirCampus for Web 

 
3. ポータル機能を核に再構成 
オンラインコースの存在を認知するマーケティン

グから出願に至り，受講期間を経て修了後の活動ま

でを洗い直し，アクティビティを整理した．（図２） 
折々に発されるお知らせはシステム上も連絡手段

としても分散しており，受け手から見ると使いづら

い状態であった． 
そこでこれらのお知らせをアクセスしやすく集約

することが可能か，お知らせの種類や方法について

分析を行った．典型的な課題と解決策として検討さ

れた対応を以下に述べる． 
 

3.1 読まなくてもよい情報が多い 
例えば「学習進捗サポートフォーラム」には，科

目毎の最終課題に関するリマインドが掲載されてい

たが，履修していない科目についても表示されるた

め，自身に必要なものが一目しづらい状況であった．

一方で，１／２年次科目で括って配信していたフォ

ーラムについて，３年次以降は学習にも慣れ科目数
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も増えることから設置をしなかったが，これを欲す

る学生も少なからずいた． 
 

3.2 重複して掲載されている 
またこのような科目のお知らせは，科目内のアナ

ウンスメントとも重複していた． 
 

3.3 異なる性質のお知らせが混在している 
科目毎のコースに目を移してみても，必ず設置さ

れる「アナウンスメント」には，開講時の科目紹介

や学習方法，成績付けに関するお知らせと，進行に

伴い逐次掲載されるお知らせが混在し，また訂正や

削除なども見づらくする一因となっていた． 
 
以上のような分析を経て，お知らせ機能と受講機

能は明確に分離するのがよいとの仮説に至った．掲

載場所，通知方法と学生の属性によるパーソナライ

ズにより最適化することとした． 
 

 
図 2 アクティビティの現状分析 

 
4. ポータル構築実施と評価 

2013年 4月より，AirCampusポータルを運用開始
した．BBT大学の学生は，これまで AirCampusにロ
グインすると表示されていたコースリストに代わり，

お知らせや科目の進捗が一目できるポータル画面を

表示するようにした． 
お知らせは「全体お知らせ」と「科目別お知らせ」

に分け，「大学掲示板」コースで運用していた科目以

外のお知らせをポータルに切り出した．科目別お知

らせも「進行中の科目」一覧に，科目の受講進度を

示すアイコンとともに当該科目の未読お知らせ数を

表示しアクセスしやすくした． 
 

 
図 3 AirCampusポータル 

 
5. まとめ 
ログイン後のポータルにお知らせが集約され，各

種案内も導線が整理されたことで，オンライン大学

のキャンパスライフが見通せるようになった． 
ポータル構築はまだ計画上の一部を実施した状況

である．今後は受講機能の統合を進め，進捗管理な

ど自己調整学習を支援する機能も充実させていく予

定である． 
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